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令和元年 11 月定例会（第３日目） 

 本文 2019-12-02 

◯７番（堀  努君） よろしくお願いし

ます。 

 それでは、通告に従い、大項目、清水み

なとまちづくりグランドデザインを主題と

して進めてまいります。 

 今回取り上げるグランドデザインは、清

水みなとまちづくり公民連携協議会が策定

して、ことしの７月 14日、清水港開港 120

周年記念事業の一環で開催された市民向け

のシンポジウムにて発表されたものです。 

 皆様御承知のとおり、公民連携協議会は

都市デザインの専門家である芝浦工業大学

の前田英寿教授を会長にお迎えして、本市

と県、港湾関連企業、銀行、鉄道会社、そ

して商工会議所で構成されている任意団体

です。県、市連携の受け皿となり、本市と

民間が相互交通で情報共有できる点におい

て重要な組織であると私は理解しておりま

す。 

 グランドデザインは、本市の国際海洋文

化都市施策、そして県による清水港長期構

想、さらに民間の動向を踏まえた上で清水

港ウオーターフロントの 20年後の将来像

を集約したものです。これで今後は、ＳＤ

Ｇｓと同様にバックキャスティング思考で

まちづくりを実践することが可能となりま

した。 

 私が考えるこのグランドデザインのすぐ

れている点は、港とまちに対して俯瞰的に

10の視点から捉え、強み、機会などのメリ

ットだけでなく、弱み、脅威などのデメリ

ットに対して客観的に分析しているところ

であります。それが実現可能性の裏づけと

なると思うからです。 

 そして、公民連携協議会はグランドデザ

イン策定後、引き続き行政や企業、市民と

連携して将来像の実現に向けてフォローア

ップするとのことで、実現に向けて当事者

としての立場を表明している点も大事なポ

イントであると私は思います。 

 さて、グランドデザインでは、将来像実

現の鍵を握る６つの主要エリアをリーディ

ングプロジェクトと名づけていますが、今

回はそのうち３つのエリアに関する質問を

中項目に沿っていたします。 

 まず初めに、リーディングプロジェクト

清水駅東口・江尻地区、そして日の出地

区・巴川河口地区について伺います。 

 皆様の机に資料を配布しました。参考ま

でにごらんください。 

 ごらんのとおり、清水駅東口・江尻地区

は、公共交通に恵まれた地区として、地図

上には本市が令和４年度中の完成を目指す

新清水庁舎が表記されております。 

 次に、日の出・巴川河口地区は、港町の

礎を築いた清水港の歴史的中心として、地

図上には令和５年度中の開業を目指す海洋

文化拠点施設、いわゆる海洋・地球総合ミ

ュージアムが表記されております。 

 私は、これら本市発信による大型公共投

資計画がリーディングプロジェクトとして

組み込まれ、県や民間と計画が共有される

ことになったことは、田辺市長が標榜す

る、公共投資を呼び水に民間投資を喚起、

の発言を後押ししてくれることを期待して

おります。 

 さて、さきの９月定例会では、我が会派

の大村議員より新清水庁舎と海洋・地球総

合ミュージアムに関する総括質問がありま

した。そして、さらにさまざまな立場から

激論が交わされた後、関連議案が可決され

ました。 
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 私は水族館が大好きな子供を抱える父親

として、本定例会において海洋ミュージア

ムに関する踏み込んだ質問をするつもりで

おりましたが、本市は目下、要求水準書を

踏まえてＰＦＩ事業者の公募と選定作業中

のため、今はタイミングではないと判断し

ました。そのため、今回は視点を変えて、

ミュージアム成功の外堀を埋めるための集

客力向上方法について、交通アクセスの視

点から伺います。 

 集客力向上については、さきの２月定例

会において既に同じ趣旨の議論が行われて

いるため、重複する部分があるかもしれま

せんが、御容赦ください。 

 リーディングプロジェクト清水駅東口・

江尻地区、そして日の出地区・巴川河口地

区は、グランドデザインによると、湾の中

心という意味の湾心という言葉で表現され

ております。鉄道２駅と路線バス、そして

水上バスなどが相互に結ばれた公共交通が

充実した清水港の中心的エリアと言えま

す。 

 しかし、グランドデザインで弱みとして

挙げられている港とまちへのアクセス、そ

して徒歩、鉄道、バス、海上交通などのつ

ながりが不十分であるというデメリットも

あわせて含まれているエリアであると私は

思います。その一例として、水上バスは河

岸の市からドリームプラザまでを約 10分

で結ぶ一方で、ＪＲ清水駅側からの観光客

の視点では、水上バス乗り場が河岸の市の

建物の陰に隠れているため、わかりづらい

という点でつながりが不十分であると言え

ます。あるいは清水港線跡の遊歩道は、江

尻、日の出間を結び、もうすぐイルミネー

ションで彩られる産業遺産を活用した徒歩

での交通手段と言えますが、ＪＲ清水駅と

静鉄新清水駅から遊歩道までをつなぐ動線

が不十分であるため、やはりつながりが不

十分であると言えます。こうした弱みの克

服は、海洋・地球総合ミュージアムの集客

力向上のためには必要不可欠であると私は

思います。 

 今後、日の出地区では、県による国際ク

ルーズ船拠点としての施策や民間による石

造り倉庫群活用の展望等が控えておりま

す。公民連携の立場からも、交通の弱みを

克服することが本市には求められておりま

す。 

 以上を踏まえて質問いたします。 

 今後、日の出地区へのアクセスのしやす

さをどのように高めようとしているのか、

お聞かせください。 

 次に、リーディングプロジェクト折戸湾

地区について伺います。 

 私の自宅は折戸湾から直線距離で 500メ

ートル程度しか離れていないため、このリ

ーディングプロジェクトを地元の大型案件

として、今回取り上げることにいたしまし

た。 

 さて、折戸湾地区についてグランドデザ

インでは、日本平を背にして湾越しに見る

富士山の眺望は清水を象徴する風景である

と紹介しています。そして、今後は水面利

用と環境再生を図り、海洋レジャーの増進

を目指すエリアとしてその可能性を示して

います。現在、清水マリンロードの車窓か

ら富士山を眺めても倉庫などの建屋に遮ら

れるため、見晴らしは余りよくありませ

ん。しかし、実は海面から無数に顔をのぞ

かせる貯木くい越しに見る富士山はこの場

所でしか見られないため、清水を象徴する

風景と言えますし、条件がそろえば逆さ富

士も海面に映る場合がある、富士山を眺め

るには絶好のエリアとなっております。 

 折戸湾地区に関する公民連携協議会の立



 3 / 8 

 

ち位置は、ほかの主体が主導してそこに連

携するという立場を表明しています。ほか

の主体とは主に静岡経済同友会、折戸湾事

業化推進委員会と地権者のことを指してお

ります。経済同友会主体による折戸湾の再

開発に関する取り組みは平成 27年から始

まり、平成 29年２月に完成した折戸湾再

開発プラン報告書に関する記事が新聞に取

り上げられたことにより、市民の広く知る

ところとなりました。 

 私もそれに触発される形で、平成 29年

９月定例会において、折戸湾再開発プラン

報告書に関する総括質問を行い、本市の意

向を確認いたしました。当時の企画局長の

答弁は、民間主導の開発検討の進展を見き

わめながら、行政として開発の効果を高め

るための対応を検討したいという内容でし

た。 

 それから２年余りが経過した令和元年６

月 28日、折戸湾事業活性化推進委員会

は、地権者と協力して、報告書を発展的継

承した折戸湾活性化事業基本計画書を完成

させました。そして、８月６日には知事と

面会して、この基本計画を令和２年度改定

予定の清水港港湾計画に反映するよう求め

る提言書を提出しました。その後、10月

10日には、折戸湾を囲む４つの連合自治会

役員に対する基本計画への説明会が開催さ

れました。後日、出席者から話を伺いまし

たが、ある自治会長からは大いに賛成する

趣旨の発言があった一方、別の自治会長か

らは期待とともに、本当に実現できるのか

と心配する声も聞かれました。 

 さて、私が質問した当時と比べると、本

市においても海洋文化都市推進本部が設立

されて、その後、公民連携協議会が発足し

ました。現在、公民連携協議会の運営委員

として推進本部の職員１名が県職員ととも

に協議会事務所にて職務を遂行しておりま

す。また、本市は清水港開港 120周年記念

事業の一環で、折戸湾環境創造プロジェク

トと名づけた市内中高生対象の環境教育プ

ログラムを本年４月と９月に催し、折戸湾

の今を知る取り組みを実施しました。 

 以上の動向を踏まえて、本市の意向を改

めて確認する質問をいたします。 

 折戸湾地区に関して、本年６月に地元関

係者が取りまとめた折戸湾活性化事業基本

計画について、市としてどのように受けと

めているのか、お聞かせください。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

51◯海洋文化都市統括監（山本高匡君） 

清水みなとまちづくりグランドデザインの

２件の御質問にお答えいたします。 

 まず最初に、日の出地区へのアクセスの

しやすさをどのように高めていこうとして

いるのかについてでございます。 

 日の出地区へのアクセスは、現状、路線

バスでは臨港道路沿いの波止場バス停があ

るものの、客船が着く埠頭などから離れて

いるという点では不便なところがございま

す。 

 また、自動車アクセスが１本の臨港道

路、特に浪漫館のある港町交差点に集中し

ていることなどから、日の出埠頭でのイベ

ント開催時には、現在でも臨港道路の道路

混雑が発生しております。 

 今後、国際クルーズ拠点や海洋・地球総

合ミュージアムなどの施設が整備され、さ

らに多くの人が訪れることになった場合に

は、こうした課題への対策として、本地区

へのアクセスを自家用車から、可能な限り

公共交通に振りかえてもらうことが必要で

あると考えております。例えば路線バスや

水上バス等の公共交通の利用を高めるよ

う、停留所、発着所を集客施設の近くに移
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設・増設していくことやパーク・アンド・

ライドの考え方を取り入れ、例えば清水駅

周辺の駐車場に駐車してからバスや水上バ

スに乗りかえたり、新興津地区人工海浜に

設けられる駐車場に駐車してから水上バス

に乗りかえるといった、日の出地区へのア

クセス方法についても検討することが効果

的と考えております。 

 このほか清水みなとまちづくり公民連携

協議会においては、日の出地区内での駐車

場の整備や日の出地区周辺の交差点の改良

の必要性なども議論しており、今後の開発

の進展による来訪者の増加にあわせ、集客

施設や公共交通、駐車場などの事業者とも

連携し、さまざまな手法を組み合わせて日

の出地区へのアクセスのしやすさを高めて

いきたいと考えております。 

 次に、折戸湾活性化の民間提案に対する

市の受けとめ方についてでございます。 

 折戸湾は貯木場としての利用終了後、水

辺の一部がマリーナとして利用されている

ほかは長年十分な利活用が図られておら

ず、市としても折戸湾の地域再生の必要性

は認識しておりました。 

 平成 27年に魅力ある清水を創る会か

ら、県と市に対して折戸湾の利用・再生に

関する要望という形で課題提起がされてお

りましたが、この地域、特に臨港地区の開

発につきましては、県や地元地権者に権限

が属することから、市としてはどのような

かかわり、支援が可能なのかという視点か

ら関係者の動向を注視してきたところでご

ざいます。 

 そのような中、今回、議員から御説明が

ありましたとおり、静岡経済同友会と地権

者の皆さんがこの地区の課題を共有し、長

きにわたり議論を重ね、折戸湾活性化事業

基本計画をまとめ上げたその労力と、地域

の活性化をみずからの課題として主体的に

取り組んでいただいたことに対して、市と

しても敬意を表するものであります。 

 また、今回の提言にある折戸湾のすばら

しい環境を生かし、折戸に市民や来訪者が

心から楽しめる癒しの空間を創造するとい

う理念は、公民連携協議会の清水みなとま

ちづくりグランドデザインで示す方向性と

一致しており、今後リーディングプロジェ

クトとして折戸湾地区のまちづくりを具体

化し、実現を図っていく推進力になると期

待しているところです。 

 この計画の具体化に向けては、地権者と

の合意形成ですとか港湾整備との調整など

さまざまな課題が残されてはおりますが、

本市としましては公民連携協議会を通して

市の役割を果たしていきたいと考えており

ます。 

  〔７番堀  努君登壇〕 

52◯７番（堀  努君） ２回目です。 

 日の出地区へのアクセス向上に関する質

問について、山本統括監より御答弁いただ

きました。日の出地区でのさまざまな交流

拠点の立地に伴う車でのアクセス増加につ

いて、できるだけ公共交通など、ほかの手

段に振りかえてもらう仕掛けが必要との認

識を示されました。 

 そこで、まず２回目は、公共交通の新た

な手法について伺います。 

 本年５月に県は、日本平夢テラスと駐車

場までの傾斜がきついアクセス道につい

て、高齢者や足の不自由な観光客向けに電

動ゴルフカートの走行実験を行いました。

現在、来年度からの本格導入に向けた準備

を進めているとのことです。 

 さて、電動ゴルフカートとは、国土交通

省が昨年から普及活動を行っているグリー

ンスローモビリティーの１つであります。
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電動で時速 20キロ未満で公道を走る４人

乗り以上のパブリックモビリティーと定義

されておりますが、一言で言えば電動小型

低速車のことです。 

 国交省によると、グリーンスローモビリ

ティーはグリーン、スロー、セーフティ

ー、スモール、オープンという５つの特徴

を持つとされております。グリーンは電気

自動車のため環境に優しいこと、スローは

ゆっくり走ること、セーフティーは安全な

乗り物であること、電動カートは低床式仕

様で乗りおりが楽となっております。スモ

ールは小型であること、電動カートは普通

乗用車の約８割の大きさです。そして、オ

ープンは窓ガラスがないことです。電動カ

ートは側面のドアがありません。 

 私は以上の電動カートの特徴を踏まえ

て、日の出地区における公共交通の接続の

不十分さを克服する手段として電動カート

が有効な手段の１つであると考えておりま

す。ＪＲ清水駅東口から海洋ミュージアム

までの約 2.3キロ間を結ぶ新たな観光客向

けの公共交通として、清水港線跡の遊歩道

で電動カートの走行実験を行えないでしょ

うか。電動カートは車幅が小型であるた

め、清水港線跡の遊歩道の一部を専用軌道

として割り当て、そこに電磁誘導線を整備

すれば安全な自動運転走行が可能になると

思います。 

 さて、電動ゴルフカートを交通手段とし

て活用するアイデアは石川県輪島市が発祥

とされておりますが、国交省の支援もあ

り、現在、全国各地で実証実験が行われて

おります。県内では、磐田市がヤマハ発動

機と包括協定を結び、本年７月より県内初

となる電動カートの公道実験が行われてい

ます。 

 また、本市では、清水港開港 120周年を

祝う開港祭において、将来の移動手段を体

験できる次世代モビリティー見本市を日の

出地区で開催して、海洋ミュージアム建設

予定地付近からドリームプラザまでの区間

で電動カートの体験乗車を催しました。私

は、開港祭にて自動運転化された電動カー

トを畑田議員とともに体験乗車しました

が、単なる移動手段としてではなく、乗っ

て楽しいアクティビティーとして導入の価

値があると感じました。本市はその後も、

10月 14日に開催されたミナトブンカサイ

2019において、石造り倉庫群からドリーム

プラザまでの区間で電動カートの体験乗車

イベントを開催しました。恐らく海洋文化

都市推進本部は、このようなイベントを通

じて電動カートの実証実験を行っていたと

思うのですが、利用者の反応はいかがだっ

たでしょうか。 

 以上を踏まえて質問いたします。 

 清水駅から日の出地区にかけての交通対

策として、清水港開港 120周年事業などで

試行された電動カートの導入可能性につい

てはどのように考えているのか、お聞かせ

ください。 

 なお、グランドデザインにおいて、江尻

や日の出地区など市民空間を広く実現する

地区では、次世代小型モビリティーの回遊

運転の実験が提案されていることもつけ加

えさせていただきます。 

 次に、折戸湾に関する質問に移ります。 

 先ほど山本統括監から、計画実現にはさ

まざまな課題の解決や調整が必要との見解

と同時に、公民連携協議会を通して市の役

割を果たしていくという、前回よりも一歩

進んだ御答弁をいただきました。 

 ここで折戸湾活性化事業基本計画書の中

身について少し触れたいと思います。 

 基本計画書は人が安心して海に近づける
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ことが折戸湾のあるべき姿と設定し、折戸

に新たなにぎわいが生まれる方法を道しる

べとして明らかにすることを目指しており

ます。その道しるべは大きく３つの工程を

段階的に踏んでいく構成となっておりま

す。 

 第１段階は、護岸整備事業です。廃線跡

を再生して魅力的な場所、風景をつくり出

したニューヨークのハイラインの成功例を

参考に、折戸湾の水辺沿いに折戸シーライ

ンという親水護岸を整備して、人々が集い

過ごせる海の居場所をつくることを目指し

ております。 

 第２段階では、整備された折戸シーライ

ン周辺に、ＰＦＩ方式により、にぎわいの

呼び水となるモデル事業を展開します。具

体的な事業として、温泉、飲食・物販、海

上ホテル・レストラン、マリーナ、スーパ

ーヨット受け入れ、ヘリポート整備が検討

されております。 

 そして、最後の段階は、折戸シーライン

の交流人口がふえることで周辺地域の価値

が上がり、新たな民間事業や雇用の機会が

創出されることで、地域活性化の実現を目

指します。 

 以上３段階の道しるべとなりますが、先

ほどの御答弁にありました計画実現のため

の課題と調整について、私なりの考えを述

べたいと思います。 

 第１段階の護岸工事は港湾管理者による

公共工事が必要となるため、県との調整が

必要となる点です。静岡新聞によると、知

事は８月の面会時、計画を共有し、港湾計

画に入れていくと発言されましたので、現

時点では調整がうまく進んでいるものと考

えられます。 

 次に、計画区域内に立地している企業や

地権者に対しては、特に水域を利用してい

る造船業やマリーナとの十分な調整が必要

となる点です。 

 私が思う本市の役割は、公民連携協議会

の一員として推進委員会と連携してこれら

課題解決に取り組むことは当然のことです

が、さらには産業政策の視点から、計画区

域内にある産業の事業継続という課題に取

り組むこと、そして都市計画の視点から、

後背市街地との関係性を意識したまちづく

りを主体的に行うことが求められると考え

ております。 

 そこで、質問します。 

 折戸湾の再開発を進めようとする際、既

に立地する産業への配慮も課題となると考

えるが、清水みなとまちづくりグランドデ

ザインにおいては、臨海部の産業とにぎわ

いのバランスや共存をどのように図ってい

くべきだと考えているのか、お聞かせくだ

さい。 

 以上で２回目の質問を終わりにします。 

53◯海洋文化都市統括監（山本高匡君） 

日の出地区周辺への交通対策としての電動

カートの導入可能性についてでございま

す。 

 日の出地区は、今後、海洋・地球総合ミ

ュージアムの整備、クルーズ船の入港の増

加、商業施設の民間開発など観光交流客が

集中するエリアとなっていくことが予想さ

れるため、この地区を歩行者優先の安全で

快適な空間につくりかえていくことが求め

られます。 

 一方、日の出地区内には、駐車場や岸

壁、マリンパーク、今後開発が期待される

石造り倉庫群など交通結節点や集客スポッ

トが点在しており、観光交流客が各スポッ

トを徒歩で移動するには距離が離れ過ぎて

いることから、本年７月の清水港開港 120

周年記念事業、開港祭において、スローモ
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ビリティーの１つである電動カートを使っ

た社会実験を実施いたしました。その結

果、電動カートは３日間ほぼフル回転で運

転し、5,577人の方に乗車していただきま

した。乗車していただきました皆様からは

おおむね好評価をいただき、日の出地区の

緑地や埠頭、道路を歩行者と共存しながら

行き来できるスローモビリティーの有用性

を確認できましたほか、今後、エリア内へ

の自動車の流入抑制や歩車分離もあわせて

考えていく必要性といった課題についても

確認ができました。 

 さらに、こうしたエリアにおいては、今

後、電動カート以外にも現在、本市で導入

を進めているシェアサイクルや欧米で普及

し、日本で普及が期待される電動キックボ

ードなど多様なモビリティーが可能性を持

っていると考えております。電動カートも

含め、それらの利便性と事業性についても

総合的に検証しながら、地区内を快適に移

動できる手段の導入を目指していきたいと

考えております。 

 最後に、清水みなとまちづくりグランド

デザインにおける臨海部の産業とにぎわい

のバランスや共存に対する考え方について

ですが、清水はコンパクトな臨港地区と流

通、製造、商業、観光、学術などの機能、

施設を有する市街地が隣接しており、それ

らの産業が地域の経済と生活に貢献し、港

を介して海洋文化を育んでまいりました。 

 1960年代以降の清水港は、市民が臨港地

区に近づきにくい時期もございましたが、

近年は産業転換と物流の拠点が新興津地区

に集約、効率化されていくことにより、日

の出地区では、マリンパーク等の再開発や

クルーズ船の増加など港に人と物が行き交

う姿を取り戻しつつあります。 

 清水みなとまちづくりグランドデザイン

においても、清水港及び周辺でこれからの

20年で目指す姿を「ひらく・みなとまち」

と掲げております。このグランドデザイン

の中で 20年後の清水の産業展望を描いて

おりますが、これまで未開拓な分野であっ

た観光、海洋レジャーや海洋調査研究など

新たな産業が立地する一方で、食品・水産

加工業や港湾物流、造船業などこれまで清

水を支えてきた歴史ある地場産業が持続

し、次世代の形で発展するという、新たな

産業と既存産業が共存する姿を目指してお

ります。 

 また、臨海部などで発生した低未利用地

は、開かれた港にふさわしい形で段階的に

市民に開かれた土地利用を図っていくこと

としております。 

 このような取り組みを通して臨海部の産

業とにぎわいの共存を実現していくことを

目指してまいります。 

  〔７番堀  努君登壇〕 

54◯７番（堀  努君） ３回目は意見・

要望です。 

 電動カートの導入可能性について、山本

統括監からは開港祭で電動カートの有効性

を確認できたこと、そして電動カートを含

めた多様なモビリティーの利便性と事業性

を検証しながら地区内を快適に移動できる

手段の導入を目指したいという内容の御答

弁がありました。 

 今後も引き続きイベント時におけるにぎ

わい創出を兼ねた電動カートの実証実験を

実施していただき、将来の導入可能性をシ

ミュレーションしていただきたいと思いま

す。例えば大型クルーズ船寄港時における

乗客向けに、おもてなしを兼ねた実証実験

はいかがでしょうか。ぜひ近い将来、クル

ーズ船客をターミナル経由で海洋ミュージ

アムへといざなうツールとして電動カート
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を導入してほしいと願っております。 

 そこで、要望ですが、実証実験のたびに

電動カートをレンタルしたのでは、コスト

パフォーマンスが悪いと思います。ぜひ本

市で１台購入してみてはいかがでしょう

か。 

 次に、折戸湾における臨海部の産業とに

ぎわいのバランスについて、山本統括監か

ら新たな産業が立地する一方で、これまで

清水を支えてきた歴史ある地場産業が持続

し、次世代の形で発展する姿を求めている

との御答弁をいただきました。 

 それに少し関連するのですが、公民連携

協議会の前田英寿会長は、静岡県文化財団

出版の書籍「清水港」において、産業をや

めて観光だけの港にすることは可能かもし

れないが、港で物をつくりお金を稼ぐ、そ

ういった産業景観をよいものとして評価す

る。海で育った産業もまた美しい地域の資

源として大事に守っていくべきだと述べら

れており、私はその言葉に感銘を受けまし

た。例えば、以前は折戸湾の貯木くいにつ

いて、水面の利活用や水質浄化への期待か

らくいを抜くことが望ましいと思っており

ましたが、清水の歴史的産業遺産として積

極的に残す選択肢があるということに気が

つきました。清水港は産業構造の転換が必

要とされておりますが、それは働く港か楽

しむ港か二者択一を迫るものではなく、い

かにして産業とにぎわいのバランスや共存

を図るのかという視点が大切であるという

考えに至りました。 

 最後に、今回の質問では触れませんでし

たが、リーディングプロジェクト…… 

55◯副議長（亀澤敏之君） あと１分で

す。 

56◯７番（堀  努君）（続） 日の出・

巴川地区では、巴川の活用部分で屋台船を

活用する提言がございました。私は昨年５

月、島議員、そして丹沢議員とともに折戸

湾から巴川をボートで遡上する体験を行い

ました。そこから見る清水のまちはふだん

見ることのできない清水の風景であり、大

変美しいと感じました。ぜひ本市において

も体験実験を催していただき、今後の施策

に反映していただきたいと思います。 

 以上で私の質問を終了といたします。あ

りがとうございます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～ 

 


